
過去のCQ誌記事等 
ＪＪ1ＳＸＡ/池 

 TWO-FORTY誌も第100号を迎えました、1981年12月に創刊号が発刊され、一時期休

刊もあったが、37年間もの間、良く続き、第100号を迎えました。 

240グループもスタートして2年後に、分裂の憂き目にも会いましたが、各局の努力で、

そこから立ち直りました。 

隆盛を極めていた頃のCQ誌記事（ホームページに掲載したものです）、第100号記念

で、思い出としてこちらに転載させていただきます。 

 

写真を見ると懐かしい局がいるが、名前やコールが思い出せない局の方が多く、全く記憶

に無い局もいる。 

１、CQ誌1985年5月号に掲載された記事（編集部の富永氏が取材してくれた） 

  写真は総会の集合写真、総勢33局プラス2nd2名、現在の総会の参加局数と比すと雲 

泥の差 

 

２、CQ誌1985年5月号に掲載された記事、執筆者は、故JM1WRU/藤田OM 

  上部の写真は、2エリアで行われたミーティングの集合写真だが、当然1エリアのメンバ

ーも参加している、当時はまだ週休2日制では無かったので当然日帰りだ、早朝出発、

名古屋で朝食、ミーティング解散後、お茶飲みをして帰途についた、皆さん若かったか

らできた、下部の写真は、京王プラザホテルで行われた第4回忘年会だ、2エリアからの

参加もあり大盛況、現在の人数からは想像できないのでは無いか。 

 

３、CQ誌1985年4月号に掲載された、JJ1SXBの記事  

  この頃は、CWを覚えて電信級（現3アマ）、2アマを目指そうと盛り上がっていた時期で、

JJ1SXBの1アマ合格でますます盛り上がった。 

 

４、CQ誌1985年5月号に掲載された、JJ1SXAの記事 

  240のモービルも遠距離交信に燃えていた時期で、モービルだってこんな遠距離交信

ができるんだとアピールできた。 

 

以上の記事は、PDFを別途WEBにアップしてありますので、拡大して閲覧ができます 

下記URLで閲覧してください（コピペで開けば、直接ページの該当箇所へ行きます） 

http://www.inv.co.jp/~ike/top_ol-7.html#20 
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写真に写るラックは、昨年末、部屋のリフォームのついでに処分した、30年以上使った 

物だったが…  

 

 

 



４ 

 
上写真は、SXBの何台目かの愛車シルビア、ニューシルビアから何台乗ったか、いよいよ 

最後のシルビアも2017年末に処分した、マニアのいる車で二十年乗っても100K円以上の 

値段が付いた 

しっかり5/8λのモービルホイップが付いている 

下写真、二人は若い♪♪ 後方に映るのは秋田・男鹿半島の寒風山頂上の売店の建物 


